
（
注
１
）血
糖
検
査
の
基
準
。
空

腹
時
血
糖
値
１
２
６
　
／
　
以

上
、
随
時
血
糖
値
２
０
０
　
／

　
以
上
、
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験

２
時
間
値
２
０
０
　
／
　
以
上
、

の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
と
「
糖

尿
病
型
」。空
腹
時
血
糖
値
が
１

１
０
　
／
　
未
満
、
か
つ
ブ
ド

ウ
糖
負
荷
試
験
２
時
間
値
１
４

０
　
／
　
未
満
の
場
合
を
「
正

常
型
」。そ
れ
ら
の
間
の
数
値
だ

と「
境
界
型
」と
判
定
さ
れ
る
。

（
注
２
）過
去
１
、
２
か
月
の
平

均
的
な
血
糖
を
示
す
も
の
。
本

稿
で
は
日
本
糖
尿
病
学
会
の
表

記（
Ｊ
Ｄ
Ｓ
値
）で
示
し
た
。

●
糖
尿
病
は
増
え
て
い
る

　
生
活
習
慣
病
で
あ
る
糖
尿
病
の

患
者
数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

（
厚
生
労
働
省
）に
よ
れ
ば
、
糖
尿

病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
が
約
８
９

０
万
人
、
血
糖
値
が
高
め
で
予
備

軍
と
考
え
ら
れ
る
人
が
約
１ 

３
２

０
万
人
、
合
わ
せ
る
と
約
２ 

２
１

０
万
人
に
な
る
と
推
定
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
11
年
の
調
査
と
比
べ
る

と
８
年
間
で
８
０
０
万
人
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ

る
人
の
う
ち
、「
現
在
治
療
を
受
け

て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合

は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、「
ほ
と
ん

ど
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
」

と
回
答
し
た
人
は
依
然
と
し
て
４

割
に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
空
腹
時
正
常
で
も
食
後
高
血
糖

に
な
る
方
は
動
脈
硬
化
が
早
期
か

ら
進
行
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
て
お
り
、「
血
糖
値
が
高
め
」

で
あ
り
な
が
ら
放
置
す
る
の
は
危

険
で
す
。

●
血
糖
高
値
の
場
合
の
管
理
方
法

　
内
臓
脂
肪
型
の
肥
満
に
加
え
、

脂
質
異
常
、
血
圧
高
め
、
血
糖
高

め
の
人
は
、
各
異
常
値
の
程
度
が

軽
く
て
も
、
重
複
し
た
場
合
に
心

血
管
イ
ベ
ン
ト
発
症
、
糖
尿
病
発

症
の
危
険
度
が
飛
躍
的
に
増
大
す

る
こ
と
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
の
予
防
の
重
要
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。「
特
定
健
康
診
査（
メ
タ

ボ
健
診
）」
で
は
、「
境
界
型
」（
注

１
）
糖
尿
病
予
備
軍
の
人
も
見
落

と
さ
な
い
よ
う
に
、
保
健
指
導
や

受
診
勧
告
を
勧
め
る
基
準
値
が
こ

れ
ま
で
の
数
値
よ
り
少
し
厳
し
く

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
糖
尿
病
学
会
で
は
、
次
の

よ
う
な
管
理
指
針
を
示
し
て
い
ま

す
。

空
腹
時
血
糖
値
が

　
１
２
６
　
／
　
以
上
か
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ（
注
２
）が
６
・

１
％
以
上
で
は
糖
尿
病
が
強
く
疑

わ
れ
る
の
で
病
院
を
受
診
。

　
１
１
０
〜
１
２
５
　
／
　
か
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
５
・
５
〜

６
・
０
％
で
は
糖
尿
病
の
可
能
性

が
否
定
で
き
な
い
た
め
、
で
き
る

だ
け
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
を
行
い

「
境
界
型
」
は
経
過
観
察
、「
糖
尿

病
型
」
は
病
院
を
受
診（
注
１
）。

　
１
０
０
〜
１
０
９
　
／
　
、
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
５
・
２
〜
５

・
４
％
は「
正
常
高
値
」と
し
、
他

の
リ
ス
ク
も
考
慮
し
た
う
え
で
経

過
観
察
ま
た
は
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試

験
を
実
施
（
将
来
糖
尿
病
に
な
る

リ
ス
ク
が
あ
る
と
の
意
義
付
け
）。

　
初
期
で
あ
れ
ば
少
し
の
努
力
で

血
糖
値
が
下
が
る
と
い
う
報
告
も

さ
れ
て
お
り
、
血
糖
が
高
め
と
い

わ
れ
た
ら
早
め
に
再
検
査
を
受
け
、

生
活
改
善
の
た
め
の
努
力
を
始
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「家庭の日」図画・作文コンクール表彰式を開催「家庭の日」図画・作文コンクール表彰式を開催
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国
保
七
会
診
療
所

　
　
　
上
井
　
雅
哉

あ
な
た
の
血
糖
値
は

　
　
　
　
　
正
常
で
す
か
？

健
康
コ
ラ
ム

Dr.

　青少年育成城里町民会議主催による平成22年度「家庭の日」図画・
作文コンクール表彰式が開催されました。
　「家庭の日」図画・作文コンクールは、 青少年育成城里町民会議が、
より良い家庭づくり、人間づくりを目指し、子どもの目から見た家
庭生活を題材として実施しているものです。
　今年は、６月から募集を行い、７７６点（図画の部・小学生５７９点、作文の部・中学生１９
７点）の応募がありました。審査の結果、図画の部・作文の部でそれぞれ最優秀賞と優秀賞が選
ばれ、式典では、受賞者に賞状と記念品が授与されました。受賞者は次の方々です。（敬称略）

コミュニティセンター城里

落合　登陽　（北方小１年）
石川　佳奈　（圷　小２年）
千葉　瑠花　（石塚小３年）
檜山　雄斗　（沢山小４年）
添田　智美　（圷　小５年）
大越　広夢　（圷　小６年）

市毛　智己　（石塚小１年）
山形　光美　（圷　小１年）
田谷　莉詩　（沢山小２年）
永山　　祈　（青山小２年）
飯村　南那　（圷　小３年）
三村亮太朗　（岩船小３年）

市村　魁人　（青山小４年）
江幡　佳奈　（石塚小４年）
関　　京香　（沢山小５年）
生畑目真実　（小松小５年）
加藤木　伸　（岩船小６年）
引田　桃佳　（古内小６年）

山形　歩美　（桂　中１年）
山崎　称生　（桂　中２年）
安嶋　宙史　（七会中３年）

入野　鮎葉　（常北中１年）
押野　香菜　（七会中１年）
岩下　拓磨　（七会中２年）

高岡　莉奈　（常北中２年）
鈴木　千絢　（常北中３年）
堀野辺結衣　（桂　中３年）
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